
資産形成に対する一つの考え方

～安全資産とリスク資産の配分～



資産形成とは、資産が全く
ない状態から資産を築いて
いくこと



1.資産形成の元手は？

2.資産形成の手法は？



1.資産形成の元手は？



1.資産形成の元手は？

多くの人にとっては、職を得てからの
収入（給料）

→収入を増やすことを考える
→自分への投資（稼げる体質へ）



２．資産形成の手法は？



２．資産形成の手法は？

元手が給料 → コツコツ積み上げる

→ 一攫千金を狙う



一攫千金を狙う



小学校3年生頃には、すでに株取引のキャリアはスタート
した。これは、父親が、月々の小遣いの支払いを廃止す
る代わりに、大学卒業までの小遣いとして100万円の現金
を渡したことに端を発するもので、この資金を元手に、
株式市場で小遣いを捻出していたとされる。大学卒業時
には当初の100万円は1億円を超えたという。

村上世彰（むらかみ よしあき）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E5%B8%82%E5%A0%B4






「個人投資家で儲かっている人が1割しかいない、その理
由は多くの個人投資家が少し儲かったら利益はすぐに確
定してしまうのに、株を買って損失が出ても損切りがで
きず、含み損を抱えた塩漬け株を抱え込んでしまうから
です。さらに一般の買物と同じように『株価が割安なも
のを安い、お買い得』といって買う傾向も強いと思いま
す。すなわち『塩漬け』『逆張り』『割安株投資』が初
心者が躓きやすい株式投資の罠といえるでしょう」

『塩漬け』
『逆張り』
『割安株投資』

圧倒的な資金と情報を持つプロでさえ勝ち続けるのは難しいといわれる投資の世
界で、資金や情報が乏しい素人が勝つことはほぼ不可能

銘柄選択が悪い
売り買いのタイミングが悪い



冒険家でなければ一発勝負は避ける

↓

コツコツと地道に積み上げる



コツコツと積み上げる

何で

１．貯金（現金）等の安全資産

２．投資商品等のリスク資産



安全資産とリスク資産の比率は？



安全資産の比率
上：除保険系
下：含保険系

54.3/69.7=77.9%
54.3+27.4=81.7%

34.3/63.9=53.7%
34.3+33.8=68.1%

13.3/68.7=19.4%
13.3+29.0=42.3%



100 －（年齢）＝リスク資産（株式）配分比率

この式は常に当てはまるか？
この式の理論的根拠は？



では、安全資産とリスク資産の比率はどうするか？



山崎 元 やまざき はじめ

東京大学経済学部を卒業
三菱商事に就職。
以後12回の転職（→野村投信→
住友生命→住友信託→
シュローダー投信→バーラ→
メリルリンチ証券→パリバ証券
→山一証券→DKA→明治生命
→UFJ総研）を経て2005年より楽
天証券経済研究所客員研究員



山﨑は、投資のリスクを考慮すると

一般人が投資資金として許容できる
金額は1000万円程度であろうと述
べている。



これは、老後に年金収入や貯金の取り
崩しを考えた時、一般の人であれば月
1万円の損失（減収）なら耐えられる
との試算から、老後を30年とすると1
万円×12ヶ月×30年＝360万円が許容
されるリスクであるとの考えに基づく。



インデックスファンドのリスクは30%
程度（30％程度の損をする可能性があ

る）であることから、損害から元本を
求めると360万円/30%=1200万円となり
1000万円程度の投資であれば、仮に損
をしても月1万円ずつの収入減が30年続

くことで損金を吸収し、生活に大きな
影響を与えないと考えられるからであ
る¹⁾。



×１２ヶ月×３０年（余命）＝３６０万円

３６０万円／０．３（インデックスファンドのリスク）＝１２００万円

65歳～95歳の３０年間で毎月１万円の減収

↓

投資の目安は１０００万程度



就職後定年まで約４０年

４０年で１０００万作るには、
毎月約２万円必要

投資の一つの目安が１０００万円
↓

投資は毎月２万円が限度（目安）



では、何に投資するか？





素人は一発勝負は避ける！



効率的フロンティア曲線





■「S&P500」に負けた大型株アクティブファンドの割合

期間
負けたアクティブファンドの割

合

5年間 88.30％

10年間 84.60％

15年間 92.15％

出典：「SPIVA®U.S.Scorecard」（2016）注）クリックでPDFが開きます

アクティブファンドはインデックスファンドに勝てない

https://us.spindices.com/documents/spiva/spiva-us-year-end-2016.pdf




→低い



指数はアップダウンしながら右肩上が
り
時間を味方につける



人間の欲には際限がないから、経済は右肩上がりだったし、今後もそうに違いない



今後、時間が味方になるかは？
今後も経済は右肩上がりになる根拠はある？





月２万円 インデックス型の投資商品

→低い



投資は月２万円（年２４万円）をめどに
インデックスファンドで運用

時間を味方につける



安全資産はどう作るか？



山崎は、一般の人の資産運用商品は

インデックスファンドと個人向け国債（変
動１０年）で十分と述べている



金利は半年ごとに見直し → 金利変動に
ついていく

１万円から購入可能 → 敷居が低い

毎月発行 → 毎月積み立てられる
但し、自動積立や自動更新機能はない
自分で設計した１０年確定年金が作れる

国が発行・保障 → リスクはほぼゼロ



１０年国債を利用して自分年金を作ろう



ひと月２万円１年 これを１０年間継続

ひと月２万円

11年目



２万円×１２ヶ月×１０年＝２４０万円

４８０万円（２万円＋２万円＝毎月４万円の買付

７２０万円（４万＋２万）

９６０万円（６万＋２万）

２０歳
～

３０歳

３０歳
～

４０歳

４０歳
～

５０歳

５０歳
～

６０歳

国債を毎月２万円ずつ買い付けると４０年で１０００万円近くなる

↓

↓

↓

↓



毎月２万円ずつ１０年変動国債を購入

１０年後から戻ってくる元本に２万円を追加
して同じように積み立て

これを４０年繰り返す

４０年後から、毎月８万円ずつ１０年間受け
取れる自分年金が完成



・毎月２万円の投資（リスク資産）

・毎月２万円の１０年変動国債の購入（無リスク資産）

で４０年で２０００万円程度の資産が形成される

毎月の積み立てが難しい場合は、ボーナスからの積み立
てを検討





お金を貯めるための工夫

１．知らないうちに貯まるように工夫する
・自動引き落とし、 定期買付、積立定期等の利用

２．目的に応じてお金を分けて管理する
・銀行口座の使い分け

３．大まかで構わないから収支を把握する
・資産管理アプリの利用
・支払いをクレジットカードに集中させる
基本的な生活費のカードとそれ以外の出費のカードの

２枚を使い分ける



まとめ

１．まず自分へ投資して収入をふやせるようにする

→資産運用よりも効果が大きいと思われる

２．資産運用においては、安全資産とリスク資産のバランスを考える

黄金比率はないが、一つの考え方としてリスク資産への投資は

月２万円程度を目安にする

３．リスク資産としてはインデックス型のファンドやETFを検討

４．安全資産の形成には１０年変動国債が選択肢として検討

１０年確定の自分年金

通常の積立定期預金でもOK

知らないうちに貯まることが大事

５．目的に応じて銀行口座等を使い分ける

６．資産全体の把握と、月々の収支の把握をする
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